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3.1.2 紫外線の現状と見通し
　オゾン層の破壊にともない、地表に到達する

紫外線量が増加することが懸念されている。紫

外線は、皮膚がんや白内障の発症、免疫力の低

下など人間の健康に影響を及ぼすとともに、対

流圏のオゾンを分解して、対流圏の化学過程で

重要な役割を担っている OH ラジカルの生成

を促す。OH ラジカルは、一酸化炭素など大気

汚染物質の消長にかかわるほか、メタンなど温

室効果ガスの分解にも寄与するため、紫外線の

変化は大気環境や気候に影響を及ぼす。この節

では、紫外線の現状と今後の見通しについて述

べる。

（1）紫外線の現状

　気象庁では、波長別の紫外線の観測を 1990

年のつくばを最初として、国内および南極昭和

基地で実施している。ここではこれまでの観測

結果などをもとに紫外線の現状について解説す

る。また、全球の気候値についても WMO の

報告書などをもとに紹介する。

　1）紫外線の観測結果

紫外線の量については、健康被害防止を目的

として、波長ごとに異なる紫外線の人体への影

響を考慮して計算した「紅斑紫外線量」を用い

ることが多い。

図 3.1.20 に、紅斑紫外線量日積算値の月平

均を示す。紫外線は、主に太陽高度角の変化に

より、季節変化や地点ごとの違いが生じるほか、

オゾン、雲、エーロゾルによる散乱や吸収の影

響を受けて、地上への到達量が大きく変動する

（付録 3 参照）。2004 年の状況は、つくばと

鹿児島で夏を中心に月別平均値を大きく上回っ

た。これは、この時期に晴天が多く、日照時間

が多かったためとみられる。

紫外線による健康被害防止のためには、わか

りやすい指標が便利であるので、本節では、紅

斑紫外線量のほか紅斑紫外線の強度を指標化し

た UV インデックス（UV 指数）を用いて紫外

線の現状を説明する。この指標の利用を推奨し

ている世界保健機関（WHO）ほか（2002）に

よると、UV インデックスが 3 以上のときには

できるだけ日陰を利用し、8 以上のときにはで

きるだけ外出を控えるなどの対策をとるべきと

している（コラム「紫外線情報の提供」参照）。

図 3.1.21 は、国内の観測点における 1991～

2003 年の日最大 UV インデックスの月別出現

率を示す。この図では、北日本の冬を除けば、

何らかの対策が勧められる 3 以上の UV イン

デックスがほぼ通年で観測されている。

また、南の地方では UV インデックス

が 8 以上になる日も多く、特に沖縄で

は 5 月から 9 月にかけて月の半分以上

で 8 以上の UV インデックスが観測さ

れており、紫外線対策を不断に行うこと

が大切であるといえる。

　国内の観測点における 2004 年の日最

大 UV インデックスの年間の推移を図

3.1.22 に示す。UV インデックスは、天

気の影響とオゾン量やエーロゾルの変動

により、日々の変動が大きく、そのなか

でも天気の影響が最も大きい。UV イン

デックスの最大値は一般に 7 月から 8

図 3.1.20 紅斑紫外線量日積算値の月平均値の推移
●印は 2004 年の月平均値。折線は平均値（1991～2003
年、つくばは 1990～2003年）、縦線はその標準偏差。
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月にかけて観測される。6 月は太陽高度が高い

ものの、梅雨時期のため雲の影響で、UV イン

デックスの累年平均値はやや小さくなっている。

日本国内で観測される UV インデックスは最

大で 13程度である。

　地上に到達する紫外線は、オゾン、大気分子、

エーロゾル、地表の状態などいろいろな要素の

影響を受ける。そのため、気象庁では、これら

の要素を考慮して地表に到達する紫外線量の推

定を行っている（コラム「紫外線情報の提供」
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　～2 3～ 8～　UVインデックス

図 3.1.21 国内における日最大 UV インデックスの月別出現率
UV インデックス 2 以下を緑、UV インデックス 3～7 を黄、UV インデックス 8 以上
を赤で示す。（統計期間：1991～2003年）

図 3.1.22 2004 年の国内における日
最大 UV インデックスの推移
・印は国内 4 地点（札幌、つくば、
鹿児島、那覇）における 2004 年の
日最大 UV インデックスの推移、実
線は日最大 UV インデックスの累年
平均値（つくばは 1990～2003 年、
札幌、鹿児島および那覇は 1991～
2003 年の平均）の 15 日移動平均値
を示す。UV インデックスの強さを
色分けで示す。コラム「紫外線情報
の提供」を参照。
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参照）。図 3.1.23 は、日本付近の日最大 UV イ

ンデックスの月別平均値を推定したものである。

日本列島では、低緯度ほど紫外線が強く、また、

本州でも標高の高い地域では低地に比べ紫外線

が強い。また季節による差も大きいことがわか

る。

　図 3.1.24 は、衛星観測によるオゾン全量デ

ータ（TOMS データ）のほか、雲の分布、エ

ーロゾル量のデータから計算した、年平均紅斑

紫外 線 量日 積 算 値 の 全球 分 布 図 で あ る

（Sabziparvar et al., 1999; WMO, 2003）。太

陽高度の高い低緯度域、晴天の多い領域、標高

の高い領域で紫外線量が多いことがわかる。赤

道周辺では、日本の本州付近の 2 倍以上の紅

斑紫外線量となっている。

　2）紫外線の長期変化

　地上に到達する紫外線量の定常的な精密観測

は、世界的にも 1990 年代初めに開始されたば

かりでまだ歴史が浅い。このため統計期間が短

く、また観測値の変動幅も大きいことから、観

測値のみから統計的に有意な長期変化傾向を算

出 す る こ と は 非 常 に 難 し い

（Weatherhead et al., 1998, 2000）。

しかしながら、さまざまな手法で過去

の紫外線量の推定が試みられ、紫外線

が長期的に増加していると考えられる

ようになっている。

気象庁が観測を行っている最近 14

～15 年間では、オゾン全量に明瞭な

減少傾向がみられず（図 3.1.6参照）、

オゾン全量の減少にともなう紫外線量

の増加傾向もみられない。しかし、オ

ゾン全量の変動と紫外線量の変動の間

にみられる負の相関関係から、オゾン
図 3.1.24 年平均紅斑紫外線量日積算値の全球分布図
単位は kJ/㎡である（WMO, 2003）。

図 3.1.23 日本付近の日最大 UV インデックスの分布
オゾンデータおよび気象台やアメダス観測地点で実際に観測された気象データなどを
もとに算出した 1997～2004 年の日本付近の日最大 UV インデックスの月別分布図を
示す。左図は 1月、右図は 7月の分布を示す。UVインデックスを推定するにあたり、
平均的なエーロゾル量と積雪の有無、それに標高を考慮している。


